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註：1）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
　　2）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
資料：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

図表と本文の区別が明確になるよう，図表と本文の間に適切な余白を挿入して下さい。
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